






はじめに

　原因不明の慢性進行性外眼筋麻痺(I.P.0)は 1868 年 Grafe により最初に報告

されて以来,ocular myopathy,descending ocular myopathy,oculo pharyngeal

muscular dystrophy,ophihalmoplegia plus,oculocraniosomatic

neuromuscular disease with ragged-red fibers,Kearns-Shy 症候群等として

報告されている.

　我々も慢性進行性の外眼筋麻痺に,髄液蛋白増加,脳波異常,難聴,網膜色素変

性,心電図異常等を伴い,筋生検により,trichrome 染色で Olson らの云う

ragged-red fiber を認め,電顕的に異常ミトコンドリアの増加を認めた症例を

経験したのでここに報告する.


